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日
本
共
産
党
は
、
平
成
１
１

年
６
月
議
会
で
松
崎
市
長
の
三

番
瀬
に
対
す
る
政
治
姿
勢
を
質

し
、
第
２
湾
岸
道
路
に
つ
い
て

建
設
中
止
も
含
め
た
抜
本
的
見

直
し
の
た
め
に
努
力
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
市

長
は
、
第
２
湾
岸
道
路
は
「
広

域
的
な
発
展
に
寄
与
す
る
道
路

で
あ
り
、
湾
岸
道
路
の
慢
性
的

な
渋
滞
や
舞
浜
地
区
の
開
発
に

伴
う
車
両
の
増
大
に
必
要
不
可

欠
な
道
路
」
と
答
弁
し
、
道
路

建
設
推
進
の
立
場
を
表
明
し
ま

し
た
。 

   

平
成
１
６
年
１
２
月
議
会
で

は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
に

向
け
た
積
極
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

を
要
求
し
ま
し
た
が
「
漁
業
関

係
者
の
理
解
、
第
２
湾
岸
道
路

の
今
後
の
行
く
末
な
ど
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が

あ
る
」
と
答
え
、
条
約
登
録
に

消
極
的
で
し
た
。 

   

ま
た
、
道
路
建
設
に
関
係
す

る
６
市
（
市
原
市
、
千
葉
市
、

習
志
野
市
、
浦
安
市
、
船
橋
市
、

市
川
市
）
の
市
長
で
構
成
さ
れ

市
内
に
建
設
用
地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
第
２
東
京
湾
岸
道
路
。

し
か
し
、
そ
の
必
要
性
の
根
拠
が
く
ず
れ
て
い
ま
す
。
千
葉
・
東

京
間
の
臨
海
部
交
通
量
が
国
交
省
の
調
査
で
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
、
第
２
東
京
湾
岸
道
路

の
建
設
見
直
し
を
求
め
て
き
ま
し
た
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賛成者  反対者 
＜日本共産党＞

井原めぐみ 
元木美奈子 
森野 卓郎 
＜無会派＞ 
空岡 信耶 
丹下 剛 
広瀬 明子  
  
 ６名 

＜無会派＞ ＜公明党＞ 
杉浦 哲  高津 和夫 
山崎 次雄 金子 喜一 
田所 由香 秋葉 要 
石井 清 ＜政新クラブ＞ 
＜清和会＞ 平野 芳子 

醍醐 誠一 内田 悦嗣 
辻田 明  岡本 善徳 
深作 勇   
       １３名 

る
「
第
２
東
京
湾
岸
道
路
建
設
促

進
協
議
会
」
の
一
員
と
し
て
「
早

期
事
業
化
に
関
す
る
要
望
書
」
を

今
年
７
月
、
国
に
提
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
第
２
湾

岸
道
路
の
建
設
推
進
の
立
場
で

す
。 

    

９
月
議
会
で
は
「
国
交
省
が
発

表
の
交
通
量
調
査
に
よ
っ
て
東

京
・
千
葉
間
の
６
路
線
で
、
５
年

間
に
３
６
０
０
０
台
（
一
日
当
た

り
）
減
少
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
、

道
路
建
設
に
固
執
し
続
け
る
こ

と
は
考
え
直
す
よ
う
要
求
。 

 

醍
醐
唯
史
都
市
整
備
部
長
は

「
慢
性
的
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
、

湾
岸
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
に

必
要
不
可
欠
な
広
域
幹
線
道
路

で
あ
る
」
と
相
変
わ
ら
ず
の
答
弁

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。 

 日本共産党は、施設利用振

興公社が行う予定の入札関係

書類を、市の理事が入札執行

前に市の契約管財課職員に指

示して持ち出した問題につい

て、調査するための１００条

調査特別委員会設置を９月議

会に発議（提出者：井原めぐ

み議員）提出しました。 
議会の一般質問では、持ち

出し理由は、OL社の子会社が
指名業者に入っているのかど

うかの確認のためだと説明。

同社が安く入札し、市内零細

業者が仕事を取れないため、

市内業者団体などから善処を 

求める要望が出され、それを受

けて同社を指名から排除する

ための確認であったと説明し

ました。ところが、入札の結果

は疑念がわく不自然なもので

す。 
 施設利用振興公社の常務理

事からの内部告発によって表

面化した問題ですが、市議会と

して真相解明のための徹底調

査が求められています。 
日本共産党は、関係者に記録

提出や証人として出頭を求め、

厳格に調査するために１００

条委設置を提案しましたが、採

決の結果は表の通りです。 

 公共事業をめぐる汚職・談合は後を絶ちません。談合は入札の情報を事前に知ることなしに

は起こり得ない問題です。入札関係書類を何の目的で持ち出したのか、不正行為はなかったの

か、市議会は徹底調査すべきではないでしょうか。 

１日の交通量 

 


